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央
公
民
館
は
昭
和
46
年

に
完
成
。
半
世
紀
も
の

間
、多
く
の
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
、

現
在
も
約
50
団
体
が
活
動
の
拠
点

と
し
、
年
間
約
１
万
人
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
老
朽
化
に
よ

る
重
な
る
修
繕
や
耐
震
補
強
に
よ

る
安
全
確
保
の
必
要
性
も
。

　
公
民
館
活
動
の
さ
ら
な
る
躍
進

と
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
既
存
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
改
修
し
、
移
転
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

公
民
館
の
成
り
立
ち

　
公
民
館
の
歴
史
は
、
第
２
次
世

界
大
戦
後
間
も
な
い
昭
和
21
年

（
１
９
４
６
）に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
荒
れ
果
て
た
郷
土
を
復
興

し
、
民
主
主
義
の
根
付
い
た
社
会

を
作
る
た
め
、
公
民
館
が
生
み
出

さ
れ
ま
す
。

　
公
民
館
設
置
を
進
め
る
た
め
に

当
時
の
文
部
省
公
民
教
育
課
長

寺て
ら
な
か中
作さ
く
お雄
氏
は「
い
つ
も
市
民
が

集
ま
っ
て
談
論
し
、
生
活
や
産
業

の
指
導
を
受
け
、
互
い
の
交
友
を

中
央
公
民
館
で
の

　
思
い
出
を
バ
ネ
に

中
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であい、ふれあい、まなびあい

中
央
公
民
館
の
沿
革

深
め
る
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

多
方
面
の
機
能
を
持
っ
た
文
化
施

設
で
あ
り
、
青
年
団
や
婦
人
会
な

ど
の
団
体
の
本
部
と
も
な
り
、
地

域
振
興
の
底
力
を
生
み
出
す
場
所

で
あ
る
」と
構
想
を
描
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
高
萩
の
中
央
公
民
館

も
こ
の
役
目
を
果
た
す
べ
く
作
ら

れ
、今
日
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
場
所
で

　
公
民
館
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
課
題
に
向
き
合
い
、
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
講
座
を
行
い
、
支

援
し
て
い
ま
す
。　

　
例
え
ば「
朗
読
講
座
」受
講
後
に

団
体
が
作
ら
れ
、
民
話
を
伝
え
る

活
動
へ
。「
子
育
て
支
援
員
養
成

講
座
」を
経
て
、
は
ぎ
ッ
ズ
応
援

隊
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、
学
ん

だ
後
に「
知
の
循
環
」が
生
ま
れ
る

仕
組
み
作
り
も
公
民
館
の
大
事
な

役
割
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
央
公
民
館
で
の

思
い
出
を
バ
ネ
に
、
こ
れ
か
ら
も

「
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
ま
な
び

あ
い
」を
大
切
に
、『
地
域
力
が
溢

れ
る
ま
ち
高
萩
』
を
目
指
し
て
新

た
な
場
所
で
歩
み
続
け
ま
す
。

昭
和
46（
１
９
７
１
）年

高
萩
市
中
央
公
民
館
完
成

昭
和
47（
１
９
７
２
）年

学
級
・
講
座
開
設

昭
和
48（
１
９
７
３
）年

老
人
大
学
開
設

昭
和
50（
１
９
７
５
）年

全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
賞
受
賞

昭
和
54（
１
９
７
９
）年

第
1
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
開
催

昭
和
56（
１
９
８
１
）年

高
齢
者
大
学
開
設

平
成
8（
１
９
９
６
）年

常
勤
管
理
人
制
度
廃
止

平
成
30（
２
０
１
８
）年

全
国
公
民
館
優
良
職
員
表
彰

令
和
５（
２
０
２
３
）年

第
46
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
開
催

令
和
6（
２
０
２
４
）年

中
央
公
民
館
機
能
を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
転




